
令和元年度第１回富士見市いじめのない学校づくり委員会 
 会議録要旨 

 

【日時】令和元年７月１２日（金）１４：００～１６：３０ 

 

【開催場所】富士見市教育委員会会議室 

 

【出欠状況】 

小林 塚田 長堀 忽滑谷 発田 

○ ○ ○ ○ ― 

 

【事務局】 

教育部長 学校教育課長 指導主事１名 

 

【次第】 

１ 開 会 

２ 教育委員会あいさつ 

３ 委員長あいさつ 

 ４ 報告事項 

（１）平成３０年度富士見市立学校におけるいじめ等の状況について 

（２）Ａ中学校の事例及び保護者対応について 

 ５ 議  題 

（１）いじめ等の原因による「不登校対策」について 

（２）いじめのない学校づくり子ども会議について 

６ 事務連絡 

令和元年度富士見市いじめのない学校づくり委員会 

・第１回富士見市いじめのない学校づくり委員会 

令和元年７月１２日（金）１４：００ 富士見市教育委員会会議室 

・第２回富士見市いじめのない学校づくり委員会 

令和元年１０月７日（月）１４：００ 富士見市教育委員会会議室 

・第３回富士見市いじめのない学校づくり委員会 

令和２年２月１４日（金）１４：００ 富士見市教育委員会会議室 

７ 閉 会（副委員長） 

 

 

 

  



【議事】 

（１）いじめ等の原因による「不登校対策」について 

 

【事務局】 いじめ等が原因で、「不登校」児童生徒を出さないために、教育委員

会や学校においてどんなことに気を付けたらよいか、また、どんなこ

とができるかご意見を伺いたい。 

 

【委 員】 「不登校」になるきっかけとして、友達関係が要因となる場合が多い

が、教員との関係によるものも少なくはない。いじめや虐待防止につ

いて法整備が進んでいる。しかし、教員の指導により不登校傾向に

なった場合、罰する法がないことを問題提起している憲法学者もい

る。 

 

【委 員】 不登校を経験した人に追跡調査をしたデータでは、不登校になった要

因として、①友人関係、②学習面、③教員との関係、を挙げている。 

いじめをしてしまう子もストレスを抱えている。子どもにとってのス

トレスは①友人関係（５割以上）、②学習面、③教員との関係にあ

り、不登校とも共通している。 

 

【委 員】 落ち着きのない児童生徒に注意が集中してしまうことがある。周りに

いる子どもにとってもよいとは言えない。ほめる言葉掛けを多くし、

学級経営をしていくとよい。 

 

【委 員】 道徳が教科となり、「いじめ」についても複数の教材をとおして考え

る授業が展開されている。子ども自身が、自分のこととして考えるこ

とが大切である。 

 

【委 員】 アンケートにより、多くのいじめが認知されている。私立では「生活

ノート」を使っている中学校もある。毎日の記述内容や量から子ども

の変容をつかむことができる。 

 

【委 員】 子ども自身もＳＯＳが出せるように、「表情カード」を取り入れては

どうか。複数の表情のカードを用意しておき、朝や帰りなど、子ども

が今の感情に合った「表情カード」を選ぶ。選んだカードを見て教師

も声掛けができる。 

高校生の７割以上が、過去にいじめを経験している。認知件数も小学

校で８００件を超えているが、これくらいあってもおかしくはない。

教師が児童生徒の変化に気付くことが大切である。見て見ぬふりが

あってはいけない。 

  



（２）いじめのない学校づくり子ども会議について 

 

【事務局】 １１月１４日にいじめのない学校づくり子ども会議が開催される。本

年度は、小・中連携の視点から、中学校区でグループをつくり、小学

校、中学校それぞれのいじめの現状や取組について話し合いをしたい

と考えている。話し合いのテーマや進め方についてご意見を伺いた

い。 

 

  

【委 員】 小・中合同で行うのはよい取組と思う。以前、卒業を間近にした小学

校６年生に向け、中学校の生活について中学生がオリエンテーション

をしてくれたことがある。中学生は自身の経験を踏まえ、小学生が中

学校生活に抱いている不安やその解消について丁寧に話してくれてい

た。 

 

【委 員】 ６～１０人のグループなら、「ラウンドテーブル」の手法で進めては

どうか。進め方は、①各自で課題を書き出す、②書き出した課題をグ

ルーピングし、キーワードを書く、③キーワードから解決策や方策を

３つ程度にまとめる。 

 

【委 員】 初めに「いじめをなくしたいけれど、うまくいかないこと」について

各自で書き出し、「どうしてそうなるか」についてまとめていく。最

後に「自分たちでできること（解決策）」を考えてはどうか。 

 

【委 員】 「ラウンドテーブル」の手法に参加者が慣れることが大事。打合せ会

でリハーサルをするとよい。「中学へ進学するときに心配なこと（心

配だったこと）」というテーマで、本番と同じように行い、「小学校

のうちにしておいたらよいこと」と、まとめてはどうか。この話し合

いでの内容が本番でも生かされると思う。 

 

 


